
（別紙様式１） 

                             平成２８年１２月２日 

高松市教育委員会 

保健体育課長 殿 

                学校名    高松市立新番丁小学校       公印 

                学校長名   山 本 修             省略   

 

平成２８年度 高松市防災教育講師派遣事業報告書 

 

次のとおり、標記事業を実施したので、報告します。 

学 校 の 名 称 高松市立新番丁小学校 

派 遣 内 容 「急な大雨・雷・竜巻から身を守ろう」 

日 時 平成２８年１２月２日（金）  １０：４０～１２：２０    

場 所 新番丁小学校 多目的室 

対 象 者 

参 加 人 数 

 

児 童 数    １３３名   

クラス数      ６クラス（特別支援学級 ２クラス）  

教職員数      ６名 

その他（      ）数   名 

 

内 容 ・ 日 程 等 

 

① 講話（４５分） 

内容…「気象台の仕事・大雨の災害・地震津波・大雨災害から

身を守る方法」について 

② 対話形式授業（４５分） 

急な大雨・雷・竜巻から身を守るためにどうすればよいか話し

合う 

 

 

 

 

取 組 に お け る 成 果 

 

 

 

 

 実際の災害の映像を交えての講話であったので、子どもたちが

危機意識をもって講話を聞くことができた。 

また、後半の話し合いでは、災害から身を守る方法をまず自分

たちで考え話し合う活動があり、後で教えられた方法が子どもた

ちの心に強く印象づけられた。今後、子どもたちは「大気の状態

が不安定」という天気予報を耳にしたら、出かけるときにきっと

用心するであろうし、雷に対して誤った知識で判断していたこと

を改めるであろう。竜巻の怖さについても、実験の映像にインパ

クトがあり、避難の方法を強く心に刻むことができた。 

 

 

今 後 の 課 題 

 

 前半の講話は、少し難しい内容もあったので、実際の映像・ビ

デオを見せながらの説明を増やしていただけると、より分かりや

すくなる。 

注）当日の写真、資料等がありましたら、添付してください。 

 



 

 

                               

 

 

 

 

                             ＜講師紹介＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜どうすれば危険な目に 

あわなかったかを話し合う＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              ＜高松気象台の 

職員から話を聞く＞ 










